
 Creation!

夏休みが終わって２週間。もう、しっかりと２学期頑張るぞモードに入っていると思います。だから
こそ気を引き締め、いろいろなことに気をつけましょう。２学期は様々な行事があります。ココロの成
長、ココロのスキルアップのチャンスです！

８月27日、昨年の12月に自転車で歩行者にぶつかって死亡させたとして起訴された元大学生の
判決が出ました。下は朝日新聞の記事(8月28日付)です。
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「ものづくりは人づくり」。学校で学ぶのは技術だけでな

く、物事に取り組む姿勢やココロです。生徒指導部ではみ

なさん一人一人のココロ（自分）が健全に創られること、

育つことを期待しています。



左耳にイヤホン、左手でスマホを操作し、右手には飲み物。信じられない限りで
すが、みなさんもこれに近いことをしていませんか？

朝、自転車で登校するみなさんを見ていると、イヤホンしている人いますよね。

きちんと周囲に気をつけて運転していますか？手に何か持っていたりしませんか？
自分は大丈夫と思っていませんか？その油断が事故につながるのです。
記事は次のように続きます。自転車と歩行者の衝突事故は増えているのです。

8月24日にも、6月に茨城県で19歳の男子大学生がマウンテンバイクで歩行者の男性をはねて死
亡させる事故があり、8月2日に重過失傷害致死で書類送検されたというニュースが伝えられてい
ました。大学生は夜にもかかわらず無灯火で、スマホを見ながら運転していたということです。

誰も事故を起こそうと思って事故を起こしているわけではありません。大丈夫だと思っ

ているのです。みなさんも同じです。
元女子大生は、大学を退学しました。ネット上では名前や顔を特定して非難するものもあります。

重過失致死罪は法定刑では「５年以下の懲役･禁固、または100万円以下の罰金」ですが、賠償請
求があります。元女子大学生の件は、自転車側に過失があるので100％自転車が悪いことになりま
す。過去には、男子小学生が60代の女性にぶつかり意識が戻らなくなった事故で9,500万円余り、
男子高校生が20代の男性会社員にぶつかり重大な障害が残った事故で9,200万円余りという事例

があります。つまり、ちょっとの油断で人生が大きく狂ってしまうのです。

もちろん、自転車は被害者にもなります。8月28日午前４時20分頃、茨城県の国道294号線で道
路の左側を自転車で走っていた大学生２名が後ろから来た大型トラックに次々とはねられました。
１人死亡、もう１人は骨折の重傷です。本校でも自動車との接触事故が起こっています。幸い、命

に関わる事故にはなっていませんが、自分もいつ、どこで事故にあうかわかりません。危険箇

所を予測し、注意して自転車に乗りましょう！注意しても注意しすぎることはないのです！

通学路で
危険な箇所はどこ？
交通安全ハザード
マップを作って

みよう!! ★
★
★

★のある場所は
登下校指導で先生の
いる場所です。


